
「関西学院同窓４団体合同シンポジウム」開催報告 

 

去る９月１５日、昨年に引き続き同窓４団体（法曹弦月会、関西学院会計人会有志、ＫＧ－ＭＢ

Ａマネージメント研究会有志、ＫＧＲＣ）による合同シンポジウムが梅田キャンパスで開催されま

した。参加者は法曹弦月会、会計人会それぞれが２０人前後を送り込み、「先生大集合」です。卒

業間もない若手から大御所の大先輩まで合計 71 人の同窓が集結しました。 

 

 

  （４団体メンバーが続々と受付に…） 

 

 

 

  （開廷を待つ原告側グループ） 

 

今年の幹事団体は法曹弦月会ということもあり、今年起こった「地震」をテーマに取り上げ、身

近に起こり得る社会問題を「裁判」という私たちが普段接しない場を通して、深く掘り下げて議論

していこうというものでした。村上博一（Ｈ2 法卒）弁護士の発案で、原告・被告という立場に分

かれた各団体から選出された若手メンバーが迫真の演技で争い、裁判員となった参加者全員（10

グループ）がその審判に加わるという、とてもユニークな企画で、準備会で当初この企画を聞いた

ときは「さすが法曹弦月会」と、同じ同窓でありながらも感心しまくってました。ちなみにそれぞ

れの立場に立つメンバーは、２か月くらい前からお互い勝訴に向けて、相当な時間を割き戦略を練

ったと聞いています。 

 



まず最初は、震災に伴い被災地へ予期せぬ異動を命じられた社員が、家庭内の事情を理由に転勤

を拒否、その結果免職されたケース。 

そしてもう一つが、ある企業の社運を賭けた一大展示会に使用するＰＲビデオの作成が、震災の

影響で間に合わなかった（他の大手に発注先を変更すれば、金額はかかるが回避できたことがわか

っていたのに、元の発注先の言うがまま信じてしまった過失責任）ことによる多額の損失に対して、

株主から経営者責任を問われたケースです。 

それぞれのケースとも、原告・被告双方が代理人弁護士を立てて、参加者（裁判員）の賛同を得

るために真剣にやり取りする様は、時におかしく、「これがこの人の実際のキャラではないか？」

と思ってしまうことも・・・。 

 

 

  （実際の法廷より緊張気味か？横藪弁護士） 

 

 

（原告の訴えは裁判員の心を捉えることが出来るのか…） 



お互いの主張を述べ合った後は、参加者グループの中でどちらの言い分が正しいのかを議論する

時間です。2 つのケースとも賛成多数側に立ったチーム 1 つに賞品が用意されていますので、こち

らもまた真剣です。 

 

 

（老若男女入り交じり活発な議論） 

 

 

（それぞれのグループには弁護士も加わりアドバイス） 

 

 

気になる結果発表はと言いますと、最初のケースでは１０チーム中６チームが原告側に、２つ目

のケースでは１０チームすべてが被告側勝訴の判定を出しました。ということで、賞品は６チーム

のジャンケンでの決着となり、見事栄光を手にしたのは伊東玉喜さんチームとなりました。 

  

 

 

 

 

 



シンポジウムが終わった後は、待ちに待った懇親会の時間です。一行は会場を茶屋町の居酒屋【豆

一】に変え、大広間を借り切っての大宴会です。 

この場では、会計士になる前に塾で講師をしていたＹさんが、当時中学生だった教え子のＡ弁護

士と十数年ぶりに再会したとか、高等部の同級生がそれぞれ弁護士と会計士になって、ばったり再

会とか、びっくりするような話が出ていました。人の縁って本当に不思議なもんだと、酔った頭で

一人感動していました。 

そして参加者の酔いも最高潮に達して、最後はやはり校歌「空の翼」の大合唱です。「是非とも

エールを！」と立候補してきた会計士Ｙさんでしたが、カンニングペーパーを見ながらも間違いだ

らけ。まあこれも愛嬌でしょうか…。 

 

２年前の「卒業生の集い」の流れをくむ４団体合同シンポジウムですが、今年も大成功に終わる

ことが出来ました。ご協力いただいたスタッフのみなさん、お疲れ様でした。 

 

 

（村上さん、お疲れ様でした。） 

 

（今年の司法試験受験者も参加。来年に向けて必勝を期した不合格者も関学パワーで来年は合格間違いナシ） 



 

（最後はやはり「空の翼」。伊東さん、寝てる場合じゃないよ！） 

                                    尾久土 治（Ｓ57 社卒） 


